
ブルグミュラーの《12 の練習曲》（作品 100） 

特にピアノの初心者や中級者に向けた名曲集です。これらの練習曲は技術的な練習

だけでなく、音楽的な表現力を養うためにも設計されています。以下に、各練習曲の内

容と技術的なポイントを詳しく解説します。 

ブルグミュラー《12 の練習曲》（作品 100）各曲の解説 

1. 「アレグロ」(Allegro) 

• 内容: 

活気に満ちた明るい曲で、テンポの速さとリズムの正確さが求められます。エネ

ルギッシュでリズミカルなメロディーが特徴です。 

• 技術的ポイント: 

リズムの正確さと明瞭なスタッカートが必要です。指の独立性を高め、速いパッ

セージをスムーズに演奏します。 

2. 「優雅な踊り」(Le Coucou) 

• 内容: 

軽快で楽しい雰囲気の舞曲です。小鳥のさえずりをイメージしたメロディーが特徴

です。 

• 技術的ポイント: 

軽やかなタッチとスタッカートが重要です。リズムの安定性を保ちながら、メロディ

ーを明瞭に演奏します。 

3. 「練習曲」(L'Etude) 

• 内容: 

技術的な練習を目的とした曲で、特に指の独立性とスムーズな演奏が求めら

れます。 



• 技術的ポイント: 

レガート奏法と指の独立性を意識し、テンポの安定性を保ちます。ダイナミクスの

変化に注意しながら演奏します。 

4. 「ロマンティックなメロディー」(Romance) 

• 内容: 

ロマンティックで感情豊かなメロディーが特徴です。感情を込めて演奏することが

求められます。 

• 技術的ポイント: 

レガート奏法とダイナミクスのコントロールが重要です。メロディーラインを際立たせ

るために、表情豊かに演奏します。 

5. 「小さなエチュード」(Petite Etude) 

• 内容: 

シンプルでありながら、テクニックを練習するための短いエチュードです。基本的

なテクニックを養うために設計されています。 

• 技術的ポイント: 

基本的な技術をしっかりと身につけるため、指の独立性と正確なリズムが求めら

れます。シンプルなフレージングで、音色の美しさを意識します。 

6. 「ワルツ」(Valse) 

• 内容: 

優雅で軽快なワルツで、3 拍子のリズムが特徴です。舞踏会の雰囲気を感じさ

せるメロディーが魅力です。 

• 技術的ポイント: 

3 拍子のリズムを正確に感じ取り、レガートとスタッカートを使い分けて演奏しま

す。ダイナミクスに注意し、優雅な雰囲気を出します。 

7. 「アンダンテ」(Andante) 



• 内容: 

落ち着いたテンポの中で、穏やかで流れるようなメロディーが特徴です。心の平

安を表現しています。 

• 技術的ポイント: 

レガート奏法を用い、メロディーを滑らかに演奏します。テンポの安定性とダイナミ

クスの変化を意識して演奏します。 

8. 「ミニエット」(Menuet) 

• 内容: 

古典的な舞曲形式のミニエットで、優雅でバランスの取れたメロディーが特徴で

す。 

• 技術的ポイント: 

古典的なリズムとフレージングに注意しながら、正確なリズム感を保ちます。レガ

ートとスタッカートの使い分けが求められます。 

9. 「小さな舞曲」(Petite Danse) 

• 内容: 

軽やかで楽しげな舞曲で、リズミカルなメロディーが特徴です。活発な雰囲気を

持っています。 

• 技術的ポイント: 

リズムの正確さと軽やかなタッチが求められます。スタッカートとレガートを効果的

に使い分けて演奏します。 

10. 「エレジー」(Elegie) 

• 内容: 

哀愁を帯びたメロディーが特徴のエレジーで、感情豊かに演奏することが求めら

れます。 

• 技術的ポイント: 

レガート奏法とダイナミクスのコントロールが重要です。感情を込めた表現をし、音

の美しさを引き出します。 



11. 「セレナーデ」(Serenade) 

• 内容: 

夜の静けさとロマンチックな雰囲気を表現した曲で、穏やかで美しいメロディーが

特徴です。 

• 技術的ポイント: 

リラックスしたテンポで、レガート奏法を用いて滑らかに演奏します。音色の美しさ

とダイナミクスの変化を意識します。 

12. 「アンダンテ・カンタービレ」(Andante Cantabile) 

• 内容: 

歌うようなメロディーで、優雅で表情豊かな演奏が求められる曲です。 

• 技術的ポイント: 

歌うようなタッチで、レガートとダイナミクスのコントロールを行います。メロディーライ

ンを際立たせるために、感情を込めた演奏を心がけます。 

 

ブルグミュラーの《12 の練習曲》は、技術的な練習だけでなく、表現力や音楽的な感

性を養うために設計されています。それぞれの曲が異なるテクニックと音楽的な課題を

提供し、ピアノ演奏者に幅広いスキルを身につける機会を与えます。 
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